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１．調査の目的 

東海市では「男女共同参画基本計画」を策定し、「個性を認め合い いきいきと活躍できるまち」の実

現に向け事業の展開をしてきました。 

目標年次の令和７年度（2025 年度）を迎えるにあたり、本市を取り巻く状況も変化していることから、

今後一層、誰もが互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能

力を十分発揮することができる男女共同参画社会を実現していくために、市民の皆さんや市内の事業所

（従事者 30 人以上）のお考えや現状等について確認する意識調査を実施しました。 

 

 

２．調査概要 

 

■調査に関する事項 

区 分 内  容 

調査対象 
市民 

事業所 

：16 歳以上の男女 2,000 人を無作為抽出 

：従事者 30 人以上の市内事業所 

調査票の配布・回収 
市民 

事業所 

：郵送配布・郵送回収またはＷＥＢ回答 

：郵送配布・郵送回収またはＷＥＢ回答 

調査基準日 令和６年７月１日 

調査期間 
市民 

事業所 

：令和６年７月 29 日～８月 12 日 

：令和６年７月 29 日～８月 12 日 

 

■配布・回収に関する事項 

調査区分 市民 事業所 

配布数（Ａ） 2,000 350 

回収件数（Ｂ） 846 134 

 紙面回答 648 88 

 ＷＥＢ回答 198 46 

回収率（Ｂ／Ａ） 42.3％ 38.3％ 
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３．報告書の見方 

 

本報告書は、下記の内容に沿って作成しています。 

 

●「単数回答」「複数回答」「自由記述」について 

図表のタイトルにある「単数回答」は、選択肢の中から１つだけを選ぶ設問、「複数回答」は選択肢の

中から２つ以上を選ぶことが可能な設問、「自由記述」は自由な意見や内容を文章等で述べる設問を表

します。 

●「不明・無回答」について 

図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難な

ものです。 

●「n」について 

図表中の「n（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当す

る人）を表しています。 

●集計について 

回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。そのため、「単数回答」であっても合計値が「100.0％」にならない場合がありま

す。このことは、本報告書内の分析文、グラフ、表においても同様です。 

●選択肢の記載について 

本文中の設問の選択肢について、長い文は内容の意図を損なわない範囲で簡略化している場合があり

ます。 

●分析について 

グラフ・表において、回答者（n）が 10未満の場合は、分析文の対象外としています。 

●表について 

表中の網掛けは、「不明・無回答」を除き、最も割合の高い項目と２番目に割合の高い項目を表してい

ます。なお、回答者(n)が 10未満の場合は順位の表記を省略しています。 

●全国調査及び愛知県調査との比較分析について 

東海市の市民調査結果（全体及び男女別）について、全国調査及び愛知県調査と比較しています。な

お、各調査の調査年が異なっていること、愛知県については複数の調査からの引用であることから、調

査機関の前に調査年をつけて表記しています。比較分析において使用したデータの各調査の概要は、次

のとおりです。 
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■引用資料の概要 

本報告書に

おける表記 
調査名称 

有効回収数 

全体 

   

女性 男性 
その他 

無回答 

R6 東海市 本調査 846 
514 

(60.8％) 

320 

(37.8％) 

12 

(1.4％) 

R1 愛知県 
男女共同参画社会の実現に向けて 調査報

告書（令和元年７～８月調査、愛知県） 
1,220 

641 

(52.5％) 

539 

(44.2％) 

40 

(3.3％) 

R3 愛知県 県政世論調査（令和３年 11 月調査、愛知県） 1,590 
860 

(54.1％) 

692 

(43.5％) 

38 

(2.4％) 

R6 愛知県 
男女共同参画意識に関する調査 調査報告

書（令和６年８月調査、愛知県） 
1,236 

691 

(55.9％) 

505 

(40.9％) 

40 

(3.2％) 

R6 全国 
男女共同参画社会に関する世論調査（令和６

年９月～令和６年 11 月調査、内閣府） 
2,673 

1,440 

(53.9％) 

1,233 

(46.1％) 
- 
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Ⅱ．市民意識調査結果 
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１．回答者について 

 

問１ あなたの性別をご回答ください。<単数回答> 

全体で「男性」が 37.8％、「女性」が 60.8％、「そのほか」が 0.2％となっています。 

年齢別では、男女比がほぼ半数である 16～19 歳を除いた年代で 「女性」が 「男性」と比べて高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年齢をご回答ください。<単数回答> 

全体で「50～64 歳」が 31.1％と最も高く、次いで「40～49 歳」が 17.4％となっています。 

性別では、男女ともに「50～64 歳」が最も高く、女性で 31.3％、男性で 31.9％となっています。 
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9.7

3.9
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11.3

3.7

7.2

2.9

0.4

5.0
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7.8

8.1

1.9

10.9

2.8

6.6

17.2

10.9

3.4

8.8

5.0

0.3

0% 5% 10% 15% 20%

緑陽

名和

渡内

平洲

明倫

富木島

船島

大田

横須賀

加木屋

三ツ池

加木屋南

わからない

不明・無回答

全体(n=846)

女性(n=514)

男性(n=320)

問３ お住まいの小学校区（コミュニティ地区）をご回答ください。<単数回答> 

全体で「横須賀」が 13.9％と最も高く、次いで「名和」が 11.7％となっています。 

性別では、「平洲」の女性が男性と比べて、 「横須賀」の男性が女性と比べて、それぞれ５ポイント前

後高くなっています。 
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問４ 東海市に住んでどのくらいになりますか。<単数回答> 

全体で「30 年以上」が 47.0％と最も高く、次いで「20～30 年未満」が 18.6％となっています。 

性別では、「30 年以上」が女性で 46.5％、男性で 49.1％となっています。 

性別・年齢別では、男女ともに 20 歳から 39 歳の「５年未満」が他の年代と比べて高くなっており、

それぞれ３割台となっています。また、男女ともに 40～49 歳の「10 年～20 年未満」が高くなっており、

女性で 42.1％、男性で 30.8％となっています。 
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37.7

5.8

20.9

5.0

14.8

13.0

1.8

1.1

26.3

4.1

28.2

3.9

24.1

10.9

2.3

0.2

57.5

8.4

10.0

5.9

0.0

16.9

0.9

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

会社員・公務員

自営業

パート・アルバイト

学生

主婦・主夫（家事専業）

無職

その他

不明・無回答

全体(n=846)

女性(n=514)

男性(n=320)

問５ あなたの職業はなんですか。<単数回答> 

全体で「会社員・公務員」が 37.7％と最も高く、次いで「パート・アルバイト」が 20.9％となってい

ます。 

性別では、女性で「パート・アルバイト」が 28.2％と最も高く、男性と比べて 18.2 ポイント高くな

っています。一方で、男性は「会社員・公務員」が 57.5％と最も高く、女性と比べて 31.2ポイント高

くなっています。 
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問６ あなたは、現在、結婚していますか。<単数回答> 

全体で「結婚している（事実婚・パートナーを含む）」が 70.4％、「結婚していたが、死別・離婚した」

が 9.7％、「結婚したことがない（未婚）」が 18.3％となっています。 

性別では、「結婚したことがない（未婚）」が男性で 25.0％と、女性と比べて 11.0 ポイント高くなっ

ています。 

性別・年齢別では、男性の 20～29 歳で「結婚したことがない（未婚）」が 87.5％と、女性と比べて 20.1

ポイント高くなっています。また、男性の 30 歳から 75 歳以上でも「結婚したことがない（未婚）」が、

女性と比べて高くなっています。なお、女性の 75 歳以上で「結婚していたが、死別・離婚した」が 36.8％

と、男性と比べて 27.4 ポイント高くなっています。 
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問６で「１．結婚している（事実婚・パートナーを含む）」と答えた方 

問６-１ あなたと配偶者（事実婚・パートナーを含む）の勤務形態はどれですか。<単数回答> 

全体で「準共働き（一方がフルタイム勤務、一方がパートタイム勤務または、ともにパートタイム勤

務）」が 34.2％と最も高く、次いで「共働き（ともにフルタイム勤務）」が 24.2％となっています。 

性別では、「共働き（ともにフルタイム勤務）」が女性で 27.0％、男性で 19.5％となっています。 

性別・年齢別では、女性で「共働き（ともにフルタイム勤務）」が、年齢が若いほど高くなっています。

なお、女性の 40 歳から 64 歳、男性の 30 歳から 64 歳で「準共働き（一方がフルタイム勤務、一方がパ

ートタイム勤務または、ともにパートタイム勤務）」がそれぞれ４割以上と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※問６において、16～19 歳の男女ともに「１．結婚している（事実婚・

パートナーを含む）」と答えた方はありませんでした。 
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問７ あなたは同居のお子さんがいますか。<単数回答> 

全体で「いる」が 49.5％、「いない」が 47.6％となっています。 

性別では、「いる」が女性で 53.3％、男性で 44.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７で「１．いる」と答えた方 

問７-１ そのうち、末子のお子さんはどれにあたりますか。<単数回答> 

全体で「社会人・その他」が 40.3％と最

も高く、次いで「小学生」が 17.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3

5.5

7.4

17.2

6.2

9.8

10.3

40.3

0.0

0% 20% 40% 60%

１歳未満

１歳から２歳

３歳以上就学前

小学生

中学生

高校生

大学生・専門学校生

社会人・その他

不明・無回答 全体(n=419)
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問８ 現在の世帯構成はどれですか。<単数回答> 

全体で「二世代世帯（親と子）」が 51.5％と最も高く、次いで「一世代世帯（夫婦のみ）」が 24.5％と

なっています。 

性別では、「一人世帯」が女性で 13.8％、男性で 17.5％となっています。 

性別・年齢別では、男女ともに 20～29 歳及び 75 歳以上で「一人世帯」が高くなっています。なお、

「一人世帯」の割合は、16 歳から 74 歳の各同年代で男性が女性と比べて高くなっています。 
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２．男女共同参画の実態と知識について 

 

問９ 社会や生活の中で、男女の地位は平等になっていると思いますか。<単数回答> 

本設問の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

 『男性優遇』 …「男性が非常に優遇されている」と「男性がやや優遇されている」の合算 

 『女性優遇』 …「女性がやや優遇されている」と「女性が非常に優遇されている」の合算 

 

問９ ① 家庭生活では 

全体で『男性優遇』が 45.1％、「平等である」が 36.6％、『女性優遇』が 6.6％となっています。 

性別では、『男性優遇』が女性で 54.3％と、男性と比べて 23.4 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、女性の全年代で 『男性優遇』が男性と比べて高くなっており、特に女性の 40 歳か

ら 74 歳では、それぞれ６割前後と高くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

家庭生活における平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市で 45.1％、愛知

県で 60.0％、全国で 60.7％と、愛知県と比べて 14.9 ポイント、全国と比べて 15.6 ポイント、それぞ

れ低くなっています。なお、「平等である」は東海市で 36.6％、愛知県で 29.3％、全国で 30.0％と、全

国・愛知県と比べて高くなっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 54.3％と全国・愛知県をいずれも下回っており、「平等で

ある」は 32.5％と全国・愛知県をいずれも上回っています。東海市の男性も女性と同様の傾向にあり、

『男性優遇』は 30.9％と全国・愛知県をいずれも下回っており、「平等である」は 44.1％と全国・愛知

県をいずれも上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ② 町内会や自治会、コミュニティなどの地域活動では 

全体で『男性優遇』が 31.2％、「平等である」が 27.8％、『女性優遇』が 4.5％となっています。 

性別では、「平等である」が男性で 37.5％と、女性と比べて 15.1 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、16 歳から 74 歳の女性は、 『男性優遇』が男性と比べて高くなっており、特に女性

の 40～49 歳では 42.1％と、同年代の男性と比べて 22.8 ポイント高くなっています。 
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小学校区別では、加木屋南、富木島、渡内、加木屋及び三ツ池で「平等である」がそれぞれ３割台、

大田、明倫、緑陽、平洲、横須賀、名和、三ツ池及び加木屋南で『男性優遇』がそれぞれ３割以上と高

くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

町内会や自治会、コミュニティなどの地域活動における平等感について全国・愛知県と比較すると、

『男性優遇』が東海市で 31.2％、愛知県で 48.2％、全国で 47.0％と、愛知県と比べて 17.0 ポイント、

全国と比べて 15.8 ポイント、それぞれ低くなっています。なお、「平等である」は東海市で 27.8％、愛

知県で 40.5％、全国で 40.3％と、愛知県と比べて 12.7 ポイント、全国と比べて 12.5 ポイント、それ

ぞれ低くなっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 34.0％、「平等である」は 22.4％と全国・愛知県をいずれ

も下回っています。東海市の男性も女性と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 26.6％、「平等である」は

37.5％と全国・愛知県をいずれも下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ③ 学校教育では 

全体で『男性優遇』が 12.0％、「平等である」が 49.9％、『女性優遇』が 3.4％となっています。 

性別では、「平等である」が女性で 49.0％、男性で 52.2％となっています。 

性別・年齢別では、20 歳から 64 歳の女性は 『男性優遇』が各同年代の男性と比べて高くなっており、

特に女性の 40～49 歳で 20.0％と、同年代の男性と比べて 16.2 ポイント高くなっています。また、男女

ともにいずれの年代も「平等である」が４～５割台となっています。特に男性の 30～39 歳及び 50～64

歳で、「平等である」がそれぞれ約６割と高くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

学校教育における平等感について全国・愛知県と比較すると、「平等である」が東海市で 49.9％、愛

知県で 62.8％、全国で 70.4％と、愛知県と比べて 12.9 ポイント、全国と比べて 20.5 ポイント、それ

ぞれ低くなっています。 

性別では、東海市の女性は「平等である」が 49.0％と全国・愛知県をいずれも下回っており、特に全

国と比べて 18.4 ポイント下回っています。東海市の男性も女性と同様の傾向にあり、「平等である」が

52.2％と全国・愛知県をいずれも下回っており、特に全国と比べて 21.6 ポイント下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ④職場では 

全体で『男性優遇』が 40.3％、「平等である」が 29.8％、『女性優遇』が 7.9％となっています。 

性別では、「平等である」が女性で 26.7％、男性で 35.6％となっています。 

性別・年齢別では、20 歳から 64 歳の女性は 『男性優遇』が各同年代の男性と比べて高くなっており、

特に女性の 30～39 歳で 60.8％と同年代の男性と比べて 43.4 ポイント、20～29 歳で 46.5％と同年代の

男性と比べて 18.3 ポイント、それぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



22 

全国・愛知県との比較 

職場における平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市で 40.3％、愛知県で

64.5％、全国で 63.8％と、愛知県と比べて 24.2 ポイント、全国と比べて 23.5 ポイント、それぞれ低く

なっています。なお、「平等である」は東海市で 29.8％、愛知県で 24.8％、全国で 25.8％と、全国・愛

知県と比べて高くなっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 43.2％と全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県と

比べて 28.3 ポイント、全国と比べて 26.6 ポイント、それぞれ低くなっています。東海市の男性も女性

と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 35.9％と全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県と比べて

20.1 ポイント、全国と比べて 20.9 ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ⑤政治では 

全体で『男性優遇』が 74.9％、「平等である」が 8.3％、『女性優遇』が 1.8％となっています。 

性別では、 『男性優遇』が女性で 80.8％と、男性と比べて 13.9 ポイント高くなっています。特に、女

性の「男性が非常に優遇されている」が高くなっており、男性と比べて 14.4 ポイント差となっていま

す。 

性別・年齢別では、女性の 20 歳以上で『男性優遇』がそれぞれ７割以上と高くなっており、20 歳か

ら 64 歳ではそれぞれ８割を超えています。また、女性の 20 歳から 74 歳の各年代では、「男性が非常に

優遇されている」が最も高くなっています。さらに、男性の 50 歳から 74 歳で『男性優遇』がそれぞれ

７割以上と高くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

政治における平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市で 74.9％、愛知県で

86.4％、全国で 87.9％と、愛知県と比べて 11.5 ポイント、全国と比べて 13.0 ポイント、それぞれ低く

なっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 80.8％と全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県と

比べて 11.9 ポイント、全国と比べて 11.5 ポイント、それぞれ低くなっています。東海市の男性も女性

と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 66.9％と全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県と比べて

11.5 ポイント、全国と比べて 15.8 ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ⑥法律や制度では 

全体で『男性優遇』が 43.8％、「平等である」が 27.8％、『女性優遇』が 7.6％となっています。 

性別では、『男性優遇』が女性で 52.4％と、男性と比べて 21.8 ポイント高くなっています。一方、 「平

等である」が男性で 38.4％と、女性と比べて 16.6 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、女性の 40～49 歳で「男性が非常に優遇されている」が 29.5％と他の年代と比べ

て高くなっています。20～29 歳では、女性は 『男性優遇』が、男性は 「平等である」が、それぞれ最も

高くなっています。また、30～39 歳では、女性は『男性優遇』が、男性は 『女性優遇』が、それぞれ最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



26 

全国・愛知県との比較 

法律や制度における平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市で 43.8％、愛

知県で 57.0％、全国で 50.3％と、愛知県と比べて 13.2 ポイント、全国と比べて 6.5 ポイント、それぞ

れ低くなっています。なお、「平等である」は東海市で 27.8％、愛知県で 31.5％、全国で 38.2％と、愛

知県と比べて 3.7 ポイント、全国と比べて 10.4 ポイント、それぞれ低くなっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 52.4％、「平等である」が 21.8％と、全国・愛知県をいず

れも下回っています。東海市の男性も女性と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 30.6％、「平等である」

が 38.4％と、全国・愛知県をいずれも下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ⑦ 社会通念・慣習・しきたりでは 

全体で『男性優遇』が 72.5％、「平等である」が 11.3％、『女性優遇』が 3.4％となっています。 

性別では、『男性優遇』が女性で 79.2％と、男性と比べて 15.7 ポイント高くなっています。特に、女

性の「男性が非常に優遇されている」が 29.4％と、男性と比べて 13.1 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、女性の 20 歳から 74 歳で『男性優遇』がそれぞれ７割以上と高くなっており、30

歳から 64 歳ではそれぞれ８割を超えています。また、男性の 50 歳から 74 歳で『男性優遇』がそれぞ

れ７割以上と高くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

社会通念・慣習・しきたりにおける平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市

で 72.5％、愛知県で 80.2％、全国で 78.2％と、愛知県と比べて 7.7 ポイント、全国と比べて 5.7 ポイ

ント、それぞれ低くなっています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 79.2％と、全国・愛知県をいずれも下回っています。東海

市の男性も女性と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 63.5％と、全国・愛知県をいずれも下回っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問９ ⑧社会全体では 

全体で『男性優遇』が 71.4％、「平等である」が 12.9％、『女性優遇』が 5.7％となっています。 

性別では、『男性優遇』が女性で 79.8％と、男性と比べて 20.4 ポイント高くなっています。特に、女

性の「男性がやや優遇されている」が 60.3％と、男性と比べて 11.5 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、女性の全年代で『男性優遇』が男性と比べて高くなっており、特に 40 歳から 64

歳ではそれぞれ８割を超えています。また、男性の 65～74 歳で『男性優遇』が 73.0％と、他の同性の

年代と比べて高くなっています。 
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全国・愛知県との比較 

社会全体における平等感について全国・愛知県と比較すると、『男性優遇』が東海市で 71.4％、愛知

県で 77.1％、全国で 74.7％と、全国・愛知県と比べていずれも下回っています。 

性別では、東海市の女性は『男性優遇』が 79.8％と、全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県

と比べて 6.3 ポイント、全国と比べて 3.6 ポイント、それぞれ低くなっています。東海市の男性も女性

と同様の傾向にあり、『男性優遇』が 59.4％と全国・愛知県をいずれも下回っており、愛知県と比べて

6.2 ポイント、全国と比べて 5.3 ポイント、それぞれ低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢の「わからない」は、全国・愛知県ではありません。 
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問 10 あなたは、次の言葉の意味や内容をご存知ですか。<単数回答> 

 

問 10 ①男女共同参画社会 

全体で「知っている」が 36.6％、「聞いたことはある」が 38.7％、「知らない」が 23.5％となってい

ます。 

年齢別では、39 歳以下で「知っている」が、40 歳以上では「聞いたことはある」が、それぞれ最も高

くなっています。なお、16～19 歳で「知っている」が 63.6％、30～39 歳で「知らない」が 35.1％と、

それぞれ他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ②女子差別撤廃条約 

全体で「知っている」が 23.9％、「聞いたことはある」が 39.4％、「知らない」が 35.3％となってい

ます。 

年齢別では、16～19 歳で「知っている」が、30～39 歳及び 65～74 歳で「知らない」、その他の年代で

「聞いたことはある」が、それぞれ最も高くなっています。なお、16～19 歳で「知っている」が 57.6％、

65～74 歳で「知らない」が 41.2％と、それぞれ他の年代と比べて高くなっています。 
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問 10 ③男女雇用機会均等法 

全体で「知っている」が 67.3％、「聞いたことはある」が 24.2％、「知らない」が 7.1％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっています。なお、16～19 歳、

40 歳から 64 歳で「知っている」がそれぞれ７割以上と、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ④女性活躍推進法 

全体で「知っている」が 23.9％、「聞いたことはある」が 37.5％、「知らない」が 36.9％となってい

ます。 

年齢別では、16～19 歳及び 65～74 歳で「知らない」が、20～29 歳で「聞いたことはある」「知らな

い」が、その他の年代で「聞いたことはある」が、それぞれ最も高くなっています。なお、16～19 歳で

「知っている」が 39.4％、65～74 歳で「知らない」が 47.1％と、他の年代と比べて高くなっています。 
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問 10 ⑤育児・介護休業法 

全体で「知っている」が 64.7％、「聞いたことはある」が 26.1％、「知らない」が 8.2％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっています。なお、30～39 歳で

「知っている」が 74.3％と、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ⑥セクシュアル・ハラスメント（セクハラ） 

全体で「知っている」が 89.1％、「聞いたことはある」が 8.9％、「知らない」が 0.9％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっており、64 歳以下ではいずれ

も９割を超えています。 
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問 10 ⑦ジェンダー（社会的性別） 

全体で「知っている」が 80.7％、「聞いたことはある」が 15.0％、「知らない」が 3.1％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっており、64 歳以下ではいずれ

も８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ⑧ドメスティック・バイオレンス（DV）（配偶者からの暴力） 

全体で「知っている」が 89.4％、「聞いたことはある」が 8.7％、「知らない」が 1.1％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっており、64 歳以下ではいずれ

も９割を超えています。 
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問 10 ⑨デートＤＶ（交際相手からの暴力） 

全体で「知っている」が 62.5％、「聞いたことはある」が 18.8％、「知らない」が 17.1％となってい

ます。 

年齢別では、いずれの年代でも「知っている」がそれぞれ最も高くなっており、16～19 歳及び 50～64

歳ではそれぞれ７割を超えています。一方、20 歳以上で「知らない」がそれぞれ１～２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ⑩ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

全体で「知っている」が 12.1％、「聞いたことはある」が 28.0％、「知らない」が 59.0％となってい

ます。 

年齢別では、いずれの年代でも「知らない」がそれぞれ最も高くなっており、いずれも５割を超えて

います。なお、16～19 歳で「知っている」が 21.2％と、他の年代と比べて高くなっています。 
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問 10 ⑪リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康・権利） 

全体で「知っている」が 8.4％、「聞いたことはある」が 18.2％、「知らない」が 72.5％となっていま

す。 

年齢別では、いずれの年代でも「知らない」がそれぞれ最も高くなっており、いずれも６割を超えて

います。特に 40～49 歳では 80.3％と、他の年代と比べて高くなっています。なお、16～19 歳で「知っ

ている」が 18.2％と、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 ⑫ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

全体で「知っている」が 45.5％、「聞いたことはある」が 28.3％、「知らない」が 25.3％となってい

ます。 

年齢別では、16～19 歳で「知っている」が 78.8％と他の年代と比べて高くなっており、年代があがる

につれ、低くなっています。 
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問 10 ⑬ダイバーシティ（雇用の機会均等、多様な働き方） 

全体で「知っている」が 35.8％、「聞いたことはある」が 38.2％、「知らない」が 24.7％となってい

ます。 

年齢別では、49 歳以下で「知っている」がそれぞれ最も高くなっている一方で、75 歳以上では「知ら

ない」が 44.0％と、他の年代と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．仕事・職場環境について 

 

問 11 あなたの職場では、次のような性別による不平等がありますか。また、そのようなこと

をどのように感じますか。(１)は働いている方のみ、(２)はすべての方がお答えくだ

さい。<(１)(２)ともに単数回答> 

 

問 11 ①募集・採用 

全体で、［募集・採用］について職場での不平等の有無は「ある」が 22.5％、「ない」が 49.8％、「わ

からない」が 23.0％となっています。［募集・採用］について性別による不平等の考え方としては、「あ

ってもよい」が 31.4％、「ない方がよい」が 53.2％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 24.3％、男性で 20.3％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 50.8％、男性で 56.3％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 74 歳でそれぞれ２割

以上、男性の 20～29 歳及び 65～74 歳でそれぞれ２割以上となっています。また、回答者全体の［考え

方］は、「ない方がよい」が男女ともに 75 歳以上を除き４割以上となっています。 
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問 11 ②雇用形態（派遣社員やパートに女性が多いことなど） 

全体で、 ［雇用形態（派遣社員やパートに女性が多いことなど）］について職場での不平等の有無は「あ

る」が 38.8％、「ない」が 38.8％、「わからない」が 17.9％となっています。［雇用形態（派遣社員やパ

ートに女性が多いことなど）］について性別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 32.5％、

「ない方がよい」が 52.1％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 43.5％、男性で 32.9％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 50.2％、男性で 54.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 64 歳、男性の 20～29

歳及び 65～74 歳でそれぞれ４割以上となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよ

い」が女性の 16 歳から 29 歳、男性の 16～19 歳及び 30 歳から 49 歳でそれぞれ６割以上となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



40 

問 11 ③職種 

全体で、 ［職種］について職場での不平等の有無は「ある」が 39.1％、「ない」が 39.8％、「わからな

い」が 16.1％となっています。［職種］について性別による不平等の考え方としては、「あってもよい」

が 38.7％、「ない方がよい」が 45.3％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 40.3％、男性で 37.8％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 43.8％、男性で 47.2％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 49 歳及び 65～74 歳、

男性の 20～29 歳及び 65～74 歳でそれぞれ４割以上となっています。また、回答者全体の［考え方］は、

「ない方がよい」が女性の 20 歳から 64 歳、男性の 16 歳から 74 歳でそれぞれ４割以上となっていま

す。 
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問 11 ④研修・訓練を受ける機会 

全体で、 ［研修・訓練を受ける機会］について職場での不平等の有無は「ある」が 18.4％、「ない」が

56.1％、「わからない」が 21.1％となっています。［研修・訓練を受ける機会］について性別による不平

等の考え方としては、「あってもよい」が 26.0％、「ない方がよい」が 58.9％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 19.5％、男性で 17.1％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 55.6％、男性で 63.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、男女ともに 65～74 歳でそれぞれ２割以

上となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が女性で 65 歳以上、男性で 75

歳以上を除き、それぞれ５割以上となっています。 
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問 11 ⑤賃金・昇給 

全体で、 ［賃金・昇給］について職場での不平等の有無は「ある」が 32.7％、「ない」が 41.6％、「わ

からない」が 21.1％となっています。［賃金・昇給］について性別による不平等の考え方としては、「あ

ってもよい」が 25.4％、「ない方がよい」が 59.6％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 38.3％、男性で 25.6％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 56.2％、男性で 64.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の各年代でそれぞれ４割前後とな

っています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が女性の 65 歳以上、男性の 75 歳以上

を除き、それぞれ６割以上となっています。 
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問 11 ⑥昇進・昇格 

全体で、 ［昇進・昇格］について職場での不平等の有無は「ある」が 34.5％、「ない」が 38.4％、「わ

からない」が 22.7％となっています。［昇進・昇格］について性別による不平等の考え方としては、「あ

ってもよい」が 25.3％、「ない方がよい」が 59.5％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 39.6％、男性で 28.0％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 56.8％、男性で 63.1％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の年齢が若いほど高く、男性は年

齢があがるにつれ高くなる傾向となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が

女性の 65 歳以上、男性の 75 歳以上を除き、それぞれ６割以上となっています。 
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問 11 ⑦残業時間 

全体で、 ［残業時間］について職場での不平等の有無は「ある」が 26.6％、「ない」が 52.7％、「わか

らない」が 16.1％となっています。［残業時間］について性別による不平等の考え方としては、「あって

もよい」が 21.4％、「ない方がよい」が 63.1％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 24.6％、男性で 29.3％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 61.9％、男性で 64.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 39 歳、男性の 20～29

歳及び 40 歳から 64 歳でそれぞれ３割前後となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方

がよい」が女性の 65 歳以上、男性の 75 歳以上を除き、それぞれ６割以上となっています。特に、女性

の 16 歳から 29 歳ではそれぞれ８割以上と高くなっています。 
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問 11 ⑧結婚・妊娠・出産時に退職を促される 

全体で、［結婚・妊娠・出産時に退職を促される］ことについて職場での不平等の有無は「ある」が

10.2％、「ない」が 61.1％、「わからない」が 24.3％となっています。［結婚・妊娠・出産時に退職を促

される］ことについて性別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 7.1％、「ない方がよい」

が 77.8％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 11.5％、男性で 8.5％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 78.2％、男性で 77.2％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 74 歳でそれぞれ１割

前後となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が男女ともにいずれの年代で

も、それぞれ６割以上となっています。特に、女性の 20～29 歳、男性の 40～49 歳ではそれぞれ９割前

後と高くなっています。 
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問 11 ⑨産前・産後休業の取得のしやすさ 

全体で、 ［産前・産後休業の取得しやすさ］について職場での不平等の有無は「ある」が 26.6％、「な

い」が 40.2％、「わからない」が 28.7％となっています。［産前・産後休業の取得しやすさ］について性

別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 37.5％、「ない方がよい」が 47.4％となっていま

す。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 29.1％、男性で 23.6％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 42.2％、男性で 55.0％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 49 歳及び 65～74 歳で

それぞれ３割台となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が女性の 16 歳か

ら 29 歳、男性の 30 歳から 49 歳でそれぞれ６割以上となっています。 
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問 11 ⑩育児休業の取得のしやすさ 

全体で、 ［育児休業の取得しやすさ］について職場での不平等の有無は「ある」が 32.1％、「ない」が

35.2％、「わからない」が 28.2％となっています。［育児休業の取得しやすさ］について性別による不平

等の考え方としては、「あってもよい」が 35.3％、「ない方がよい」が 49.5％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 36.1％、男性で 27.2％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 45.7％、男性で 54.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 49 歳でそれぞれ４割

以上、男性の 40 歳から 64 歳でそれぞれ３割前後となっています。また、回答者全体の［考え方］は、

「ない方がよい」が女性の 16 歳から 29 歳、男性の 30 歳から 49 歳でそれぞれ６割以上となっていま

す。 
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問 11 ⑪子の看護休暇の取得しやすさ 

全体で、 ［子の看護休暇の取得しやすさ］について職場での不平等の有無は「ある」が 27.9％、「ない」

が 38.2％、「わからない」が 29.1％となっています。［子の看護休暇の取得しやすさ］について性別によ

る不平等の考え方としては、「あってもよい」が 36.2％、「ない方がよい」が 48.5％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 30.7％、男性で 24.4％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 44.0％、男性で 54.7％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 49 歳でそれぞれ３割

台、男性の 40 歳から 64 歳でそれぞれ約３割となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない

方がよい」が女性の 16 歳から 29 歳、男性の 30 歳から 64 歳でそれぞれ６割以上となっています。 
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問 11 ⑫介護休業・休暇の取得しやすさ 

全体で、 ［介護休業・休暇の取得しやすさ］について職場での不平等の有無は「ある」が 24.3％、「な

い」が 38.9％、「わからない」が 32.0％となっています。［介護休業・休暇の取得しやすさ］について性

別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 34.6％、「ない方がよい」が 49.5％となっていま

す。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 27.2％、男性で 20.7％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 45.5％、男性で 55.6％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 40～49 歳で 31.3％となってい

ます。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が女性の 16 歳から 29 歳、男性の 30 歳から

64 歳でそれぞれ６割以上となっています。 
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問 11 ⑬お茶出しや掃除などの雑用を行う頻度 

全体で、 ［お茶出しや掃除などの雑用を行う頻度］について職場での不平等の有無は「ある」が 24.8％、

「ない」が 53.0％、「わからない」が 17.5％となっています。［お茶出しや掃除などの雑用を行う頻度］

について性別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 8.5％、「ない方がよい」が 76.4％と

なっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 27.8％、男性で 21.1％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 75.5％、男性で 77.8％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 30～39 歳で 42.5％となってい

ます。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が男性の 75 歳以上を除き、それぞれ６割以

上となっています。特に、男女ともに 16 歳から 29 歳及び 40～49 歳で、それぞれ８割以上と高くなっ

ています。 
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問 11 ⑭個人的なことを、必要以上に聞かれる 

全体で、［個人的なことを、必要以上に聞かれる］ことについて職場での不平等の有無は「ある」が

10.4％、「ない」が 67.0％、「わからない」が 18.4％となっています。［個人的なことを、必要以上に聞

かれる］ことについて性別による不平等の考え方としては、「あってもよい」が 3.1％、「ない方がよい」

が 82.3％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 11.5％、男性で 8.9％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 82.3％、男性で 82.2％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 39 歳でそれぞれ２割

台となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方がよい」が男性の 75 歳以上を除き、そ

れぞれ７割以上となっています。 
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問 11 ⑮飲み会への付き合いの強制 

全体で、［飲み会への付き合いの強制］について職場での不平等の有無は「ある」が 9.6％、「ない」

が 72.7％、「わからない」が 13.4％となっています。［飲み会への付き合いの強制］について性別による

不平等の考え方としては、「あってもよい」が 3.5％、「ない方がよい」が 81.9％となっています。 

性別では、就労者の［不平等の有無］は「ある」が女性で 8.3％、男性で 11.4％となっており、回答

者全体の［考え方］は「ない方がよい」が女性で 81.3％、男性で 82.8％となっています。 

性別・年齢別では、就労者の［不平等の有無］が「ある」は、女性の 20 歳から 39 歳、男性の 20 歳か

ら 39 歳及び 65～74 歳でそれぞれ１割台となっています。また、回答者全体の［考え方］は、「ない方が

よい」が男性の 75 歳以上を除き、それぞれ７割以上となっています。 
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問 12 あなたは、職場で以下のような制度を使って休暇等を取ったことがありますか。 
<単数回答> 

 

問 12 ①育児休業（育児のために一定期間休業できる制度） 

全体で「取ったことがある」が 11.1％、「取りたかったが、取れなかった」が 13.0％、「取りたいと思

わなかったので、取らなかった」が 11.9％、「今まで必要となったことがない」が 57.9％となっていま

す。 

性別では、「取ったことがある」が女性で 15.6％、男性で 4.1％、「取りたかったが、取れなかった」

が女性で 12.1％、男性で 14.1％となっています。また、 「取りたいと思わなかったので、取らなかった」

が女性で 7.2％、男性で 20.0％と、男性は女性と比べて 12.8 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、「取りたかったが、取れなかった」が女性の 30～39 歳で 21.6％、男性の 40～49

歳で 26.9％と、他の年代と比べて高くなっています。なお、男性の 40 歳以上で「取りたいと思わなか

ったので、取らなかった」が、女性と比べて高くなっています。 
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問 12 ②子の看護休暇（病気等の子どもを看護するための年５日程度の休暇） 

全体で「取ったことがある」が 10.4％、「取りたかったが、取れなかった」が 12.1％、「取りたいと思

わなかったので、取らなかった」が 8.9％、「今まで必要となったことがない」が 62.6％となっていま

す。 

性別では、「取ったことがある」が女性で 13.0％、男性で 6.3％、「取りたかったが、取れなかった」

が女性で 14.4％、男性で 8.1％となっています。また、「取りたいと思わなかったので、取らなかった」

が女性で 5.3％、男性で 14.4％と、男性は女性と比べて 9.1 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、 「取りたかったが、取れなかった」が女性の 30 歳以上、男性の 50 歳から 74 歳で

それぞれ１割台となっています。なお、男性の 40 歳以上で「取りたいと思わなかったので、取らなかっ

た」が、女性と比べて高くなっています。 
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問 12 ③介護休業（介護のために一定期間休業できる制度） 

全体で「取ったことがある」が 2.8％、「取りたかったが、取れなかった」が 8.5％、「取りたいと思わ

なかったので、取らなかった」が 6.4％、「今まで必要となったことがない」が 76.4％となっています。 

性別では、「取ったことがある」が女性で 3.5％、男性で 1.9％、「取りたかったが、取れなかった」が

女性で 9.7％、男性で 6.3％、「取りたいと思わなかったので、取らなかった」が女性で 4.1％、男性で

10.0％となっています。 

性別・年齢別では、「取ったことがある」が女性の 65 歳以上でそれぞれ約１割と、他の性別・年代と

比べて高くなっています。また、「取りたかったが、取れなかった」が女性の 50 歳から 74 歳、男性の

65～74 歳でそれぞれ１割台となっています。なお、男性の 40 歳以上で「取りたいと思わなかったので、

取らなかった」が、女性と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



56 

問 12 ④介護休暇（短期の介護のための年５日程度の休暇） 

全体で「取ったことがある」が 3.7％、「取りたかったが、取れなかった」が 8.6％、「取りたいと思わ

なかったので、取らなかった」が 6.9％、「今まで必要となったことがない」が 74.9％となっています。 

性別では、「取ったことがある」が女性で 4.9％、男性で 1.9％、「取りたかったが、取れなかった」が

女性で 10.3％、男性で 5.9％、「取りたいと思わなかったので、取らなかった」が女性で 3.5％、男性で

11.9％となっています。 

性別・年齢別では、「取ったことがある」が女性の 65 歳以上でそれぞれ約１割と、他の性別・年代と

比べて高くなっています。また、「取りたかったが、取れなかった」が女性の 40 歳から 74 歳、男性の

65～74 歳でそれぞれ１割台となっています。なお、男性の 40 歳以上で「取りたいと思わなかったので、

取らなかった」が、女性と比べて高くなっています。 
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21.6

55.0

7.0
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0.6
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45.5

9.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80%

経済的に苦しくなるから

（給料カットや減額）

職場に休める雰囲気がないから

仕事の評価や昇進に影響するから

自分の仕事には代わりの人がいないから

一度休むと元の職場には戻れないから

法制度が整っていなかったから（出産・子育て期が

育児・介護休業法の制定前だったなど）

その他

不明・無回答

全体(n=171)

女性(n=112)

男性(n=55)

問 12 の①～④のいずれかで「２．取りたかったが、取れなかった」と答えた方 

問 12-１ 取得することができなかった理由について、あなたの考えに近いものを選んでくだ

さい。<複数回答> 

全体で「職場に休める雰囲気がないから」が 55.0％と最も高く、次いで「法制度が整っていなかった

から（出産・子育て期が育児・介護休業法の制定前だったなど）」が 42.1％となっています。 

性別では、男女ともに「職場に休める雰囲気がないから」が最も高く、女性で 59.8％、男性で 47.3％

となっており、女性は男性と比べて 12.5ポイント高くなっています。 
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性別・年齢別では、女性の 30 歳から 64 歳、男性の 40～49 歳で「職場に休める雰囲気がないから」

が、それぞれ最も高くなっています。男女ともに 50 歳以上で「法制度が整っていなかったから（出産・

子育て期が育児・介護休業法の制定前だったなど）」が高くなっています。 
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【女性・年齢別】         

20～29 歳 3  66.7 100.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
30～39 歳 14  28.6 50.0 7.1 21.4 0.0 14.3 28.6 0.0 
40～49 歳 22  13.6 77.3 9.1 36.4 9.1 9.1 18.2 0.0 
50～64 歳 44  22.7 61.4 0.0 31.8 6.8 47.7 11.4 0.0 
65～74 歳 18  27.8 44.4 0.0 22.2 16.7 55.6 0.0 0.0 
75 歳以上 11  27.3 45.5 0.0 45.5 9.1 90.9 0.0 0.0 
【男性・年齢別】         

20～29 歳 2  0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
30～39 歳 2  0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 
40～49 歳 14  7.1 64.3 21.4 50.0 7.1 35.7 0.0 0.0 
50～64 歳 21  19.0 38.1 14.3 33.3 4.8 47.6 14.3 0.0 
65～74 歳 14  21.4 28.6 0.0 28.6 7.1 50.0 14.3 0.0 
75 歳以上 2  50.0 100.0 0.0 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

※「不明・無回答」を除き、回答の高い項目第 1 位と第 2 位に網かけをしています。なお、年齢別回答者(n)が 10 件未満の場合は、順位の表

記を省略しています。 

※男女ともに 16～19 歳は回答者なしであったため、掲載していません。  
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問 13 女性が職業をもつことについて、あなたはどのようにお考えですか。<単数回答> 

全体で「職業は持ち続けた方がよい」が 59.9％と最も高く、次いで「子どもができたら職業をやめ、

大きくなったら再び職業をもつのがよい」が 16.4％となっています。 

性別では、男女ともに 「職業は持ち続けた方がよい」が最も高く、女性で 65.0％、男性で 51.2％とな

っており、女性は男性と比べて 13.8 ポイント高くなっています。 

性別・年齢別では、男性の 75 歳以上を除き「職業は持ち続けた方がよい」がそれぞれ最も高く、女性

の 20 歳から 49 歳では、それぞれ７割を超えています。 
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愛知県との比較 

女性が職業をもつことへの考えについて愛知県と比較すると、「職業は持ち続けた方がよい」が東海

市で 59.9％、愛知県で 56.2％と、3.7 ポイント高くなっています。 

性別では、「職業は持ち続けた方がよい」が東海市の女性は 65.0％と、愛知県を上回っています。一

方で、東海市の男性は「職業は持ち続けた方がよい」が 51.2％と、愛知県と同程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択の順番は、東海市調査に合わせています。 

※全国の令和６年調査では、該当する設問がありませんでした。 
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４．家庭生活について 

 

問 14 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方についてどう思いますか。 
<単数回答> 

本設問の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

 『賛成』 …「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合算 

 『反対』 …「どちらかといえば反対」と「反対」の合算 

全体で『賛成』が 31.2％、『反対』が 66.7％となっています。 

性別では、 『賛成』が女性で 23.9％、男性で 43.8％と、男性は女性と比べて 19.9 ポイント高くなって

います。なお、男性で「どちらかといえば賛成」が 37.2％と、女性と比べて 15.4 ポイント高くなって

います。 

性別・年齢別では、いずれの年代でも男性は女性と比べて『賛成』が高くなっており、特に 16～19 歳

及び 75 歳以上で、他の年代と比べて差がそれぞれ 40 ポイント前後と大きくなっています。また、「賛

成」が、男性のいずれの年代でも女性を上回っています。 
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全国・愛知県との比較 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について全国・愛知県と比較すると、 『賛成』が

東海市で 31.2％、愛知県で 34.5％、全国で 33.1％と、全国・愛知県と同程度となっています。一方、

『反対』は東海市で 66.7％、愛知県で 63.9％、全国で 64.8％と、全国・愛知県と同程度となっていま

す。 

性別では、『反対』が東海市の女性は 73.6％と、全国・愛知県をいずれも上回っています。一方、東

海市の男性は 『賛成』が 43.8％と、全国・愛知県をいずれも上回っています。なお、東海市の男性は『反

対』が 54.7％と、全国・愛知県を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択の順番は、東海市調査に合わせています。  
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問 15 「男の子は男らしく、女の子は女らしく」という子どもの育て方についてどう思います

か。<単数回答> 

本設問の選択肢にかかる表現は以下のように区分しています。 

 『賛成』 …「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合算 

 『反対』 …「どちらかといえば反対」と「反対」の合算 

全体で『賛成』が 44.1％、『反対』が 54.0％となっています。 

性別では、『賛成』が女性で 33.9％、男性で 61.6％と、男性は女性と比べて 27.7 ポイント高くなって

います。なお、男性で「どちらかといえば賛成」が 47.5％と、女性と比べて 18.1 ポイント高くなって

います。 

性別・年齢別では、いずれの年代でも男性は女性と比べて『賛成』が高くなっており、特に 16～19 歳

及び 30～39 歳で、他の年代と比べて差がそれぞれ 40 ポイント以上と大きくなっています。また、「賛

成」が、男性のいずれの年代でも女性を上回っています。 
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問 16 あなたの家庭では、家事・子育て・介護・地域活動などをどのように分担するのが理想

だと思いますか。また、実際はどのように分担していますか。(１)はすべての方が、

(２)は結婚している方（事実婚・パートナー含む）で該当する項目のみお答えください。
<(１)(２)いずれも単数回答> 

 

問 16 ①食事のしたく 

全体で、 ［理想］は「協力し合う」が 65.0％と最も高く、次いで「主に妻」が 22.9％となっています

が、既婚者の［現実］は 「主に妻」が 72.3％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 18.5％となっ

ています。 

性別では、 ［理想］は 「協力し合う」が女性で 68.3％、男性で 59.1％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 75.1％、男性で 67.7％と高くなっています。 

性別・年齢別では、40 歳以上の男性で ［理想］は「主に妻」が高くなる傾向にあり、既婚者の［現実］

は女性の 30 歳以上と男性の 40 歳以上で 「主に妻」がそれぞれ７割前後と高くなっています。 ［理想］は

65 歳以上の男性を除いて 「協力し合う」が最も高いものの、既婚者の［現実］はほとんどの性別・年代

で「主に妻」が高くなっています。 
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問 16 ②食事の後片づけ・食器洗い 

全体で、 ［理想］は「協力し合う」が 70.7％と最も高く、次いで「主に妻」が 15.6％となっています

が、既婚者の［現実］は「主に妻」が 54.4％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 32.4％となっ

ています。 

性別では、［理想］は 「協力し合う」が女性で 72.4％、男性で 67.5％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 59.9％、男性で 44.5％と高くなっています。 

性別・年齢別では、40 歳以上の男性で［理想］は「主に妻」が高くなる傾向にあり、既婚者の［現実］

は 50 歳以上の男性で「主に妻」がそれぞれ５割前後と高くなっています。なお、既婚者の［現実］で

「主に夫」がやや高くなっている年代もみられます。［理想］はいずれの性別・年代でも「協力し合う」

が最も高いものの、既婚者の［現実］は女性の 40 歳以上、男性の 50 歳以上で「主に妻」が高くなって

います。 
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問 16 ③掃除 

全体で、 ［理想］は 「協力し合う」が 72.3％と最も高く、次いで「主に妻」が 14.3％となっています

が、既婚者の［現実］は 「主に妻」が 56.2％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 32.7％となっ

ています。 

性別では、［理想］は 「協力し合う」が女性で 73.2％、男性で 70.3％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 62.0％、男性で 45.9％と高くなっています。 

性別・年齢別では、20 歳以上の男性で［理想］は「主に妻」が高くなる傾向にあり、既婚者の［現実］

は 50 歳以上の男性で「主に妻」がそれぞれ５割前後と高くなっています。なお、既婚者の［現実］で

「主に夫」がやや高くなっている年代もみられます。 ［理想］はいずれの性別・年代でも「協力し合う」

が最も高いものの、既婚者の［現実］は女性の 30 歳以上、男性の 50 歳以上で「主に妻」が高くなって

います。 
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問 16 ④洗濯 

全体で、 ［理想］は 「協力し合う」が 65.1％と最も高く、次いで「主に妻」が 22.3％となっています

が、既婚者の［現実］は 「主に妻」が 65.1％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 25.0％となっ

ています。 

性別では、［理想］は「協力し合う」が女性で 66.3％、男性で 62.2％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 66.8％、男性で 61.8％と高くなっています。 

性別・年齢別では、30 歳以上の男性で［理想］は「主に妻」が高くなる傾向にあり、既婚者の［現実］

は 50 歳以上の男性で「主に妻」がそれぞれ６割台と高くなっています。なお、既婚者の［現実］で「主

に夫」がやや高くなっている年代もみられます。［理想］は男性の 75 歳以上を除き 「協力し合う」が最

も高いものの、既婚者の［現実］は女性の 40 歳から 74 歳、男性の 75 歳以上で「主に妻」がそれぞれ７

割前後と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



68 

問 16 ⑤子どものしつけ・育児 

全体で、 ［理想］は 「協力し合う」が 75.9％と最も高く、次いで「主に妻」が 10.0％となっています

が、既婚者の［現実］は 「主に妻」が 41.8％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 41.6％となっ

ています。 

性別では、［理想］は「協力し合う」が女性で 76.7％、男性で 73.8％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 47.1％、男性で 32.7％となっています。 

性別・年齢別では、既婚者の［現実］はいずれの年代も 「主に妻」が、 ［理想］と比べて高くなってい

ます。［理想］はいずれの性別・年代においても 「協力し合う」が最も高いものの、既婚者の［現実］は

女性の 40 歳から 74 歳で「主に妻」がそれぞれ最も高く、男性の各年代で「協力し合っている」が最も

高いとする意識と大きく乖離があります。 
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問 16 ⑥家族の介護・看護 

全体で、 ［理想］は 「協力し合う」が 77.2％と最も高く、次いで「主に妻」が 7.3％となっており、既

婚者の［現実］も 「協力し合っている」が 41.1％と最も高く、次いで「主に妻」が 31.9％となっていま

す。 

性別では、［理想］は「協力し合う」が女性で 76.1％、男性で 78.1％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 36.4％、男性で 24.1％となっています。 

性別・年齢別では、男性の 20～29 歳を除き 「主に妻」が、既婚者の［現実］は［理想］と比べて高く

なっています。［理想］はいずれの性別・年代においても「協力し合う」が最も高いものの、既婚者の［現

実］は女性の 30 歳以上で 「主に妻」と「協力し合っている」が同割合であり、男性の各年代で「協力し

合っている」が最も高いとする意識と大きく乖離があります。 
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問 16 ⑦学校行事への参加 

全体で、 ［理想］は 「協力し合う」が 72.8％と最も高く、次いで「主に妻」が 12.8％となっています

が、既婚者の［現実］は 「主に妻」が 50.2％と最も高く、次いで「協力し合っている」が 31.0％となっ

ています。 

性別では、［理想］は「協力し合う」が女性で 73.2％、男性で 71.6％となっているものの、既婚者の

［現実］は「主に妻」が女性で 58.6％、男性で 35.9％となっています。 

性別・年齢別では、既婚者の［現実］は 30 歳以上で「主に妻」が、［理想］と比べて高くなっていま

す。 ［理想］はいずれの性別・年代においても「協力し合う」が最も高いものの、既婚者の［現実］は女

性の 30 歳以上で 「主に妻」がそれぞれ最も高く、男性の 30 歳から 64 歳で「協力し合っている」が最も

高いとする意識と大きく乖離があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


































































































































